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概要 
「音を聴くと，色が見える」という現象は，色聴と呼ばれており，共感覚の 1つとして知られている．こう
した現象は感覚モダリティを明らかにする上で重要な手がかりとなることが期待される．我々は，色聴の中で
も音楽の調性に対して色を感じる現象（ハ長調－白色，ト長調－水色など）に注目し，脳機能イメージングに
よる３つの研究を行った．そして結果より共感覚メカニズムに対する考察を行った． 
まず第 1の研究として，音楽聴取による色聴現象時の脳
活動を fMRI を用いて計測を行った．実験では，色聴保持
者 2 名と非色聴保持者 11 名に対し計測を行い，脳活動の
違いを比較した．その結果，色聴保持者 2 名において色
知覚部位である V4 連合領域(V4/V8/V4α) の賦活を確認
した．また，右下頭頂小葉・補足運動野・小脳の 3 つの
部位からも色聴保持者固有の賦活を確認した．さらにこれ
ら 3 つの部位が音楽聴取に深い関わりがあり，色聴保持
者固有の賦活が彼らの音楽能力に由来することが示唆さ
れた． 
第2の研究では，色聴と音楽能力の関係を検討するため，絶対音感保持者と非絶対音感保持者（ただし音楽経
験者）に対して第1の研究と同じ脳計測を行った．実験は絶対音感保持者12 名と音楽経験者13 名に対し行い，
第1の実験結果と比較した．その結果，絶対音感保持者と音楽経験者双方より，先の実験で色聴保持者にみら
れた3 つの部位（右下頭頂小葉・補足運動野・小脳）に対応する活動が確認され，これらが音楽能力に由来す
る活動部位であることが検証された．また，絶対音感保持者では色知覚部位に関連が深い舌状回からの活動が
みられ，非絶対音感保持者からも高次視覚処理に関係する部位での活動がみられた．このことより，音楽能力
と色聴は深い相関がみられるのではないかという，共感覚のメカニズムを解明する上で重要な知見を得ること
ができた． 
第 3の研究では，色聴における脳活動部位の相関を多変量解析手法の１つである SEM を用いて分析を行っ
た．分析には各色聴保持者の脳活動データ（スキャン毎の MR 値）を用いた．その結果，色聴保持者２名に共
通して左聴覚野→運動補足野→右小脳→色知覚部位のパスが確認された．また，色聴保持者 1 人からは右聴
覚野→下頭頂小葉→補足運動野→色知覚部位のパスも得られた．これらのパスは，音楽聴取から色知覚までの
一連の処理の流れを示していると思われる．これにより，共感覚メカニズムの考察に有用な知見が求められた． 
最後にこれら 3 つの研究結果から，共感覚メカニ
ズムに関して考察を行った．色聴保持者から見られた
右下頭頂小葉・補足運動野・小脳は，それぞれ音楽知
覚・音楽認知・音楽予測という音楽処理の機能を持つ．
これより音楽色聴の共感覚メカニズムとして，補足運
動野が下頭頂小葉にフィードバックを行い，下頭頂小
葉が色知覚を引き起こすという『補足運動野における
下頭頂小葉へのフィードバックおよび下頭頂小葉に
よる Over-activation』仮説を提案した． 
